




















助 手 鮫 島 博
    Histochemical Studies on Pyrophosphatase in Urological Field 
         Report I. Activity of Pyrophosphatase in Normal Rabbits 
                             Hiroshi SAMESHIMA 
             Department of Urology, KurumeUniversity School of Medicine 
                         (Director  : Prof. S. Shigematsu.) 
   The activity of pyrophosphatase was not distinctly known in our urological field 
because we had no methods for its histological demonstration. 
   Last year, Maeda successed in it. I tried to observe the pyrophosphatase activity in 
various urological organs of normal rabbits by use of Maeda's method. 
    Consequently, the results obtained were as follows. 
Pyrophosphatase Type I. 
    Kidney : Renal corpusle, renal capsule, epithelium of glomerulus and basement mem-
brane of it showed the weak positive reaction, but proximal and distal convoluted tubule 
often showed the weak positive reaction too. Interstitial tissue was always negativ. 
Endothelium of blood vessel was mild positive. 
    Testis : Spermatogonia, spermatocyte, and spermatid always showed the positive 
reaction and Sertoli's supporting cells were often positive. Interstitial cells and connective 
tissue were shown almost negative reaction. 
   Epididymis In efferent ductuleand  duaus epididymis, their epithilium cells were 
always shown positive. Interstitial connective tissue was negative while circular smooth 
muscle layer was always mild positive. 
    Seminal vesicle  : Mucous membrane was positive and lamnia propria was mild posi-
tive, but outer capsule being always negative. 
    Prostate : Glandular epithelium showed always the strong positive reaction, but inters-
titial tissue and fibrous connective tissue were always negative. 
Pyrophosphatase Type II. 
    Kidney  : Renal corpuscle, renal copsule, epithelium of glomerulus and basement  mem-
brane of it always showed the strong positive reaction. Type II in proximal and distal 
convoluted tubule was stronger than Type I. 
    In the testis, epididymis, seminal vesicle, and prostate, I could not recognize the 
essential difference between Type I and Type II. Consequently, I know that the activity 
of pyrophosphatase distributes more widely than that of phosphomonoesterase and has 





フォスファ ターゼとは種 々の燐酸 エステルを
加水分解 す る酵素 の総 称で あつ て,作 用す る基
質特 異性 に よつてphosphomonoesterase,
polyphosphatase,phosphodiesterase,Meta-
phosphatase,pyrophosphatase,等に区別 さ
れ,叉 至適水素 イオ ン濃度 に よつて も,酸,ア
ルカ リ.中 性 の3種 に区別 され る事 は周知 の事
実 であ る1,2〕.此の中通常 フォス ファターゼ と
呼ばれ る ものはphosphomonoesteraseであ
つて これ に関 しては1907年に鈴木等が米及 び小
麦 の糠 の中にイノジツ ト燐酸塩 であ るphytin
を分解 し無機燐 を遊離せ しめ る所 の酵素phy-
taseが存在す る事を始め て報告 し,次 でMc
CallumandHart(1908)カミ動 物組織 内に も
同様 の酵素 が存 在す る事 を発見 して以来 その生
化学的研究 は盛 とな り始 めたのであ るが,1923
年 に至 つてRobison等が フォ スファクーゼが
生理的化 骨機 転に於 て重要 な役 割を演 じてい る
事 を提唱 し,そ の後数 多 くの実験 が これを実証
す るに及ん で 益 々注 目を 惹 くに 至つ た のであ
る.然 し生体 に於 ける フォスフ ァクーゼの意義
は荷広範で あつ て,最 近 の組織化学的研究 の進
歩 によつてそれ が生理的病理的機 転に重要 な役
割 を演ず ることが明確 とな りつつある現況 であ
る.特 に吾 力秘 尿器科領域 に於 てはそ の殆 どの
器官に 多量の フォスファクーゼ を証明 し,就 中
腎皮質 のそれは尿生 成 に関与す るものとされ て
い る.
即 ち組織化学的研 究の結果細尿管に於 け るフ
ォスフ ァクーゼの存 在部位 が明かにな り而 もそ
れ が腎機能 の充 進或 は減 弱に関連 して増加或 は
減退す る事実か ら,腎 機能 を形態学的 に追究す
る途が開 かれた わけであ る.そ の他膀 胱,睾
丸,睾 上体,前 立腺,等 に も多量 に存 在 しその
機 能の充進或は減退 と一連 の関係 を持 つて いる
のは甚だ興味深 いものであ る.
次に ピ ロフォスファターゼ に 就い て で あ る
が,前 述 の如 くフォスファクー・ゼが泌尿器科領
域 内臓 器に多量 に存 在 し而 もその機能的方 向に
大 きな影響 を持 つているな らば当然 ピロフォス
ファクーゼの存在価値 も考え られて然 るべ きで
あろ う これに関 しては1922年にRocheが 動
物の組織 内に於 け るその独立性 を発見 して以来
BamannandGalleを始めNorbergSumn-
er,J.Bその他 の 研究者が その至適水素 ・fオ
ン濃度及 び酵 素作 用の賦活並 に阻 害効果等の発
表 を行 つて来 た のであ るが,残 念乍 ら各研究者
の完全 な る意見 の一致 を見 る迄には至つていな
かつ た.故 にその存在価値即 ち吾が領域 に於 け
る臓器は 勿論 の こと,そ の他 の臓 器組織 内でも
如何 な る役割 を果 してい るものか知 る よしもな
かつたの である.然 し乍 ら1950.年より1953年に
至 る研 究に よつて,至 適水素 イオ ン濃度 の相違
に よる3種 の酵素 が区別 され,最 近 では夫kI
型,H型,及 び 皿型 と呼 ばれ るに至つた.然 し
多数 のフオス フア クーゼ群 の組織化学的 証明法
が,久 保 ・高松,Gomori,武内,その他の入k
によつて発見 されて いるに も拘 らず,ピ ロフォ
スファターゼに 就 いては 完全な 方法 は .見当ら
ず,高 松 の有機 ピロ燐 酸 エステルの水解 に関与
した もの に就 いての試 み と,石 川その他 による


































































































・(7)酸性硫化アソモソの うすい液 に短時間 ひた
す.
























































































































第1項 アル カ リ ピ ロフ ォ ス ファ ター ゼ とアル カ





















第2項 酸ピロフォス7ア ターゼと酸7オ スファ
ターゼに就いて
泌尿生殖各臓器組織に於ける酸 フォスファターゼの























































































主 要 参 考 文 献
1)赤 松=化 学 実 験 法,第2部,第12巻(微 生 物
及 酵 素 実 験 法)587,昭22.














10)武 内=医 学 と生 物 学,3:279,昭19.
11)武 内:同 上,5=158,昭20.
12)高 松 ・他1満 医 附 録 号,215,1942.
13)石 川 ・他:目 病 会 誌,40168,1951.







18)飯 沼=新 し い 組 織 学 研 究 法,221,1955.
19)原=皮 と泌,14:6,436,昭27.
20)高 松:東 京 医 新 誌,3181=841,昭15.
21)田 上=熊 本 医 誌,29:5,610,昭30.
23)C.Allen:TheKidney,Grune&Strat-
ion,NewYork,1951.




P。r、i。。 耐 丁 「1・1・
Type皿
1・1・1刺 ・1,・,1・・1・1・1・レ 国 ・ll・
§ ・,・h,・C・pi11・・y± ± 一 一
5・
§Epth・ ・fG1・mer・1・・ ± 士 ± 『
OB
asementMembrane___±冒








帯 一 昔 十十
枡.甘 十十 粁
一 ± 一 一
一 一 一 士
土 一 ±1± 一+升 粁 帯 粁 甘m荘 柵 帯 昔
土 一 一 ± ± ± 昔 十ト 軒 紐 冊 帯 昔 昔 斗什 十什
一 ± 一 一 ± ± 昔 十← 帯 覗十 柵 十ト 十ト 帯 十ト 十←
一 一 一1-一 一 →十 →十 斗什 昔 柵 昔 辮 帯 昔 十v
「
帯 十ヤ 柵・ 枡 冊 帯 帯 「肝 十干 冊 十← 十十 十卜 十十 帯 帯
耕 十← →十 十← 十干 帯 →十 十十 帯 荘 →十 升 十什 十÷ 十卜 帯
± ± 一 一 ± 一 十 一=ピ ー ± 一 ± 一 ±=ピ
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Fig.3.ActivityofPyrophosphataseonEpididymis
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,雪局 所 麻 酔 剤 懲 ・●05A唾レ●
★ 麻 酔 力 は コ カ イ ン の1000倍
★ 価 格 は コ カ イ ン の{「 ～ 一去
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